
＜ 第１層 生活支援コーディネーター ＞ 

東区社会福祉協議会 事務局次長 灰 野  楽 

東区生活支援体制整備事業の取組について 

＜ 主な内容 ＞ 

１  事業の位置付け・基本的な役割 

２  ３０年度の取組（生活支援ニーズ調査の結果） 

３  調査結果を踏まえ＜３１年度の具体的な取組＞ 

東区地域ケア連絡協議会 ３月例会（第１８６回） 



住まい 

2025年に向け  目指すべき地域の姿 

 
 病気になったら   介護が必要になったら 

医療 介護 

介護予防 
生活支援 

自宅・サ高住等 

厚生労働省 ＜地域包括ケアシステムの実現＞ 

地域 

介護予防 生活支援 
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 通院

入院 

通所 

 入所 

いつまでも元気に 

暮らすために 

⇒ 一体的に提供される仕組み 
 ＜Ｈ２９～ 開始：介護予防・日常生活支援総合事業＞ 

 住まい・医療、介護  
予防・生活支援 



 札幌市  介護保険制度の改正 （平成２９年４月） 

 要介護１～５ 
 

介護度の重い方 

従来と同じ 

介護予防・日常生活総合支援事業 
＜ 各自治体の事業へ統合・再編 ＞ 

 ● 札幌市では従来と同等の 

    サービス提供（ヘルパー・デイ） 

★ 生活支援体制整備事業（新） 
 
 
 

※ 地域の多様な主体（住民組織・ＮＰО法人・協同組合・ 

  民間企業等）と連携し、生活支援・介護予防の基盤を整備 

高齢者の 
社会参加 

健康作り
介護予防 

地域の互助 

生活支援 

＜改正前＞ ＜改正後＞ 
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 ★ 一般介護予防事業 ⇒  予防Ｃ 
  介護予防教室・講座の等 

 要支援１・２ 
 

訪問介護・通所介護 

★介護予防事業 
 

一次予防：虚弱な高齢者 
二次予防：元気な高齢者 

推進役 

生活支援コーディネーター配置 



① 生活支援ニーズ（高齢者の困り 

  ごと）を把握する 

② 今ある社会資源を把握する 

  （様々なサービス・支援） 

③ 高齢者のニーズと、今ある社会 

  資源をつなぐ（見える化） 

④ ニーズはあるが、解決策が無い 

    場合は、関係者と協力して新た 

  なサービス・支援を創出 
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生活支援ＣОの基本的な役割 

⑤ サービス・支援の創出に向け 

    担い手の発掘・育成 

⑥ 協議体の開催 
①～⑤の取組を、円滑・効果的に進める 

ための合意形成・協力体制づくり 

１ 住民組織（地区社協・民児協・老人クラブ） 

２ 専門機関（包括Ｃ・ケアマネ・医療法人） 

３ 福祉団体（ＮＰО・在宅サービス提供団体） 

４ 行政関係（区役所の保健師等） 



１ 生活支援ニーズ（高齢者の困り 

  ごと）を把握する 

３ 地域住民などへの啓発活動 

  （フォーラム・事業説明の実施） 
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今年度の東区生活支援体制整備事業の主な取組 

２ サービス・支援の創出に向けた 

    担い手の発掘・育成 

アンケート調査 
の実施 

ボランティア講座 
の開催 

 ① 住民向けフォーラム 

 ② 地域組織代表者向けフォーラム 

 ③ 単町・サロン等での事業説明 



①区内の全民生委員・児童委員
を対象とした調査 

アンケート調査の概要 

  住民の身近な支援者として、日常的に見守り 

 訪問などを進めている民生委員の皆さんから、 

 日頃の活動等で把握した（気づいた）高齢者の 

 生活支援ニーズ等をお聞きする 

 

 

  ＜対 象＞ 民生委員： 現員数  ３６７名 

 

  ＜回収率＞ ７３.３%（２６９名回答） 

 

 

 

②区内の高齢者世帯を対象 
とした調査 

 東区居住の高齢者から、どのような困りごとが 

あるのかなどをお聞きするために、民生委員の皆 

さんから、巡回訪問などでかかわっている高齢者 

世帯に、アンケート調査票入りの封筒お渡しいた 

だき調査を実施。  

 

  ＜対 象＞ 民生委員お一人「 ３世帯 」配布 

    （1人 × 3世帯 × 現員数 367 ＝ １１０１世帯） 

  ＜回収率＞ ６７.３%（７４１名回答） 
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アンケート調査の目的（ねらい） 

 ① 東区居住の高齢者が抱える社会参加と生活支援の  

    ニーズを把握する 

 

 ② あわせて、生活支援として高齢者同士（近隣）の 

  助け合いを進めていくための可能性について探る 

  

 ③ 調査結果や考察から見えてきた高齢者等のニーズ 

  解決に向け、高齢者同士の助け合い（生活支援等） 

  の可能性も踏まえながら、新年度（３１年度）にお 

  ける東区の生活支援体制整備事業を展開する 
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別冊報告書 ⇒ 集計考察まで完了 

アンケート調査の報告書 

別冊報告書 ⇒ 集計まで完了 
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民生委員・児童委員 編 
 

＜ 考察 要約版 ＞ 

アンケートの 
調査結果と考察の説明 
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集まる場が多い上位３地区 
  

 １ 伏古本町：約９割 

 ２ 札  苗：約８割 

 ３ 北  光：約７割 

 福まち・町内会などの主催による 

区社協登録サロン数も多く、地域の 

活動実態と重なる 
 

 ・伏古本町 → ８サロン 

 ・札  苗 → ９サロン 

 ・北  光 → ９サロン 

 ・他の地区 → 平均５サロン 



 開催場所として認知され

ている７割が「町内会館」

「公共施設」 
 
 一方で「個人宅」は認知

度が１割に満たない 

行われている活動は 

大きく３つに分類される 
 

１ 趣味活動  → 約３０％ 

２ 体操など  → 約２８％ 

３ サロン活動 → 約２５％ 

     Ｑ１・２から 

 ◆   高齢者の社会参加 

   の拡大とって 
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認知度の高い組織 

＜町内会・福まち等＞での 

サロン等交流活動の拡大 

認知されにくい 

個人宅等の集いの場を 

分かりやすく情報提供 

＋ ⇒ 
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② 気軽におしゃべりしながら交流 

③ 会食しながら交流 

⑤ 多世代が交流 
 

    全体の５割を占める 

 「住民同士の交流」⇒ 重要視 
  

※ 交流の重視に加えて 

     ① 体を動かす活動も高い値 

１ 交流でのつながり（関係づくり） 

２ 体操（介護予防等）での健康維持 
 

「２つの機能を兼ね備えた場」 

地域として求めている 



行われている活動のトップ 

⑤ 隣近所での見守り訪問活動 

 

福まち・町内会等における活動が 

活性化している様子が伺える 

 

№１ 

行われている活動の第２位 

① 介護予防・健康作りの活動 

 

包括と予防センターの活動が 

地域に浸透している表れ 

№２ 

⑥「隣近所での生活支援」 

         （ゴミ出し）等も  ２１件  
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⑥「地域の福祉活動への参加者・ 

      協力者が少ない」がトップ 

① 認知症や心身機能の衰え 

② 閉じこもりがち 

③ 孤死等への不安 
 

  課題を抱えた高齢世帯 
 （要支援高齢者）の増加を感じる 
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シニア層の社会参加の拡大 

＜生活支援＞ ⇒ ＜介護予防＞ 



Ｑ６困りごと「⑫健康維持」トップ 

一方Ｑ７の住民協力が可能は低い値 

 

民生委員の見立て ⇒ 健康維持など介護予防

の取組は「専門職の支援領域」 
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Ｑ６困りごと・Ｑ７住民協力が可能 

双方で高い割合 
 

① 見守り・② 話し相手・③ ゴミだし 

⑪ 自宅等の環境整備（電球交換等） 
 

民生委員 ⇒ 要支援高齢者の増加を 

感じているが ⇒ 高い結果に 

 

＜着目＞ Ｑ７住民協力が可能が高い 

民生委員の見立て ⇒ 「近隣支援の領域」 



Ｑ６困りごと ⇒ 外出伴う支援ニーズ 

④ 買い物   ⑤ 通院   ⑨ 役所手続 
 

全体の２５％を占める 

Ｑ６困りごと ⇒ 自宅内での支援ニーズ 

⑥掃除洗濯  ⑦食事準備  ⑧入浴 ⑩金銭管理 

 

全体の１割に満たない 

プライバシー等 → 地域での自宅内ニーズ把握の難しさ 

Ｑ７住民協力が可能 

外出と自宅内のニーズを合わせても 

 

④～⑩ 合計 ⇒ 全体の１４％と低い 
 

 ※ 外出 ⇒ 拘束時間や移動に伴うリスク等      

 ※ 自宅内 ⇒ プライバシーへの配慮等 

＜個人のプライバシーに踏込むことの難しさ＞ 
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● 高齢者が抱えるニーズ（困りごと）と、地域（近隣住民）から 

  得られる支援の可能性は必ずしも一致しない現状が伺える 
 
● 調査結果を踏まえ、近隣支援が可能な領域と、難しい領域など 

  を参考に、新年度事業を展開 

① サロン等の開設と集いの場での介護予防（体操等）の取組拡大 

② 社会貢献にかかわるニーズ調査 ① ＜集いの場への会場提供＞ 

 １ 集いの場の拡充に向けた支援 

 ２ 見守りと生活支援（ゴミ出し等）の拡充に向けた支援 

③ 生活支援ボランティアの育成と組織化 

④ 東区独自の生活支援サービス一覧の作成 

（ 再掲 ）社会貢献にかかわるニーズ調査 ②  ＜生活支援への協力など＞ 
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１ 認知度 ⇒ 周知力・信頼度 

２ 継続性 ⇒ 場所・人・金 
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サロン等の開設と集いの場での介護予防 
（体操等）の取組拡大 

町内会・福まち 
アプローチ 

１ 交流でのつながり（関係作り） 

２ 介護予防（健康作り） 

一体的な取組 
予防Ｃ等との協力 

予防Ｃ・包括Ｃ 

生活支援ＣОが協力 
 

栄西地区  7つの町内会合同で

＜集いの場づくり＞ 
＜震災以降⇒地域もつながり重視＞ 



社会参加の拡大 

集いの場がもたらす 様々な効果 

楽しく交流 

外出の機会 

居場所 

生きがい作り 

会話・ゲーム・体操等 

介護予防（健康作り） 

生活に役立つ情報の共有 

集いの場での見守り 

集いの場での安否確認 

専門機関へのつなぎ 

関係が深まる中で 

自然発生する 

近隣での助け合い 
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社会貢献にかかわるニーズ調査① 

★ 

★ 

★ 

約700 
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社会貢献にかかわるニーズ調査② 



１ 住民への福祉活動（集いの場作り）への会場提供 
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地区別に一覧化 
＜ 住民・専門機関へ情報提供等 ＞ 

２ 法人・施設等の社会貢献は協力内容に応じた支援実施 

社会貢献にかかわるニーズ調査③ 

 ① 協 力 可 能 ⇒   情報やノウハウ提供・関係者へのつなぎ等 

 ② すでに実施 ⇒   生活支援サービス一覧への情報掲載 
など 
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生活支援ボランティアの育成・組織化① 

２９名参加 
＜60～70代・男性９名＞ 



第１回 受講者のつどい開催（１月２８日）⇒ １４名参加 

第２回 受講者のつどい開催（２月１２日）⇒ １２名参加 
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生活支援ボランティアの育成・組織化② 

参加者全員の賛同を得て 

＜受講者２０名＞ 

生活支援ボランティア 

  タッピーの立上げ決定！ 

＜ 活動の対象 ＞ 
 

 高齢者、障がい児者、子育て親子など、幅広く    

 困りごとを抱えた世帯の生活支援を進める 

＜ 活動にかかる費用 ＞ 
 

    ○ 活動そのものにかかる費用は無料 

  ＜但し、交通費等がかかる場合は実費相当の負担あり＞ 



生活支援ボランティアの育成・組織化③ 

相談受付 ～ 活動実施までの流れ 活動の内容・時間・範囲など 

 先行区では ＜北区＞ 

● 買い物・灯油のタンクへの補充 

● 話し相手・将棋の相手 

● 家庭菜園を一緒に・コンサートへの同行 
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生活支援ボランティアの育成・組織化④ 

活動内容の決定 発会式 

６～７月頃 

活動開始 

新年度の 

生活支援ボランティア講座 

年４回の開催 ＜ ６～１２月 ＞ 



ニーズに応じた生活支援サービスの円滑な利用援助 

１ ＮＰО法人・ボランティア団体等 
   （ 安価な家事支援 ） 

 
２ スーパー・コンビニ・商店街 
   （ 商品のお届け・配達など ） 

 
３ 郵便局・新聞店（ 配達での見守り ） 

 
４ 不用品・遺品の整理 
 
５ 除雪・排雪サービス  など 

 見える化 

民生委員・地区福まち・各種専門職 
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生活支援サービス一覧の作成① 

情報の把握整理 
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生活支援サービス一覧の作成② 
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生活支援サービス一覧の作成③ 
＜作成見本＞ 



東区の生活支援体制整備事業 目指すべき姿 

≪ 新年度の取組を通して ≫ 

住民組織 
 

民児協・町内会 

福まち等 

区社協 
 

包括Ｃ・予防Ｃ 

区役所 

多様な主体が協力・役割分担  
高齢者の生活支援・介護予防を進める体制（仕組みづくり） 

 ＮＰО法人 

 

 福祉施設 スーパー・コンビニ・商店街 

郵便局 

新聞店 

 元気なシニア  生活支援ボラＧ 
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東区の生活支援コーディネーター 

生活支援コーディネーター 
東区全体の担当 第１層生活支援コーディネーター 灰野 楽 
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第２層生活支援 

コーディネーター 

髙橋 悦子 

鉄東・北光・北栄・苗穂東 

第１エリア 

第２層生活支援 

コーディネーター 

山内 典子 

第２層生活支援 

コーディネーター 

熊谷 美和子 

元町・伏古本町・札苗 

第２エリア 

 

 

栄西・栄東・丘珠 

第３エリア 


